	                                                                                      南病棟　チームカンファレンス記録
	院　長
	課　長
	主　任

	

	
	
	
	
	

	平成　１7　年10月　27日　（木）
	
	
	
	


               司会者　中野　円香　　　記録者　木村　文子
	松沢
	高森
	西山
	木村
	杉澤
	中野
	小泉
	清川
	小向
	小笠原
	玉木
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	公休
	公休
	○
	留守
	○
	○
	公休
	準夜
	公休
	公休

	石橋
	山本
	三本木
	森崎
	日向端
	荒木田
	　及川
	山地
	沼端
	鈴木
	仲村
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	準夜
	留守
	深夜
	○
	Ａ留守
	○
	公休
	深夜

	神代
	漆舘
	上口
	佐々木
	高田
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	○
	学校
	学校
	外来
	
	
	
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 各ユニット　爪切りは１個にしました（紛失防止の為）。庶務室へ返却しています。

· 患者様のおやつの管理についてですが、保管場所を階段室に移しました。

スタッフオフィス内の預かりお菓子を欲しい為に侵入しようとするケース（小山正好様）があった為。スタッフオフィス内には嗜好品を置いたままにしないようにしてください。

· 本日患者様の不在者投票を行っています。

· １１月３日　創立記念日の写真撮影の配置図がきています。ホワイトボードに掲示しておきますので各自、確認して下さい。

· 中村　松五郎様　　右膝の腫脹・発赤あり、抗生剤・消炎鎮痛剤継続処方となっています。

· 長坂　才次郎様　軽米町からのインフルエンザ予防接種の依頼書が院長宛に届きました。

院長室の未決ＢＯＸに提出しています。

· 鈴木　サダ様　　　精神保健福祉手帳の更新の為、ご家族が１１月中には来院する事になっ　　　

ています。来院時にはご家族から電話が来る事になっています。申請書の記載方法について見本を作成してくれるという事なので参照して対応してください。

<グループ・ワーク>

面会時の対応

· 痴呆の患者様・高齢者は疎通がとれなかったり、又ご家族の顔を認識できなくなっている患者様もいる。患者様の日常の様子、食事の状況、睡眠の状況、どんな事をして過ごしているのか等、通常の面会では面会者同士で確認しあうことをスタッフが本人の代わりに伝えてあげる事が必要。

· 差し入れに注意する。普段の食事の摂取状況を知らない親戚や、又久々に面会に来られたご家族は摂取困難な差し入れを持ってこられる場合があるので注意が必要。刻むことにより摂取可能であればスタッフがそばで付きそう。摂取不可能な場合はその事を説明し持ち帰っていただく。

· 遠慮がちであまり要望が聞かれないご家族もいる為、そのような場合は何か気になる事はないか、心配事はないかスタッフから尋ねてみる。

· 家族洗濯の方については、汚れ物が普段より極端に多い場合は、なぜ多いのかをきちんと説明する。

· 普段のちょっと変わった事でも、こまめにご家族に伝える。

· 徘徊や歩行困難な患者様の面会は、面会中の事故を防止する為つきそい、見守りを行う。

